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昭和58年度アカガイ天然採苗調査

川村 要 ･千葉 照 ･宝多 森夫 ･奈良八三郎

白取竹次郎 ･山本 正昭 ･浜田 勝雄 ･吹越 弘光

1 母具成熟状況調査

芦崎湾に放流 し満 6年を経過 したアカガイを対象として､7月 8日からt8月17日の間に4回合計

33ケについて肉眼で成熟状況を観察 した｡

それによると水深 47nにおける本年度のアカガイの産卵時期は､例年どおり7月下旬から8月中旬

であると思われた (義-1)｡また川内地先における水温変化を図- 1に示 したが､産卵は現場水温

がおおよそ20℃に達 した頃におこなわれたものと考えられた｡

義-1 母貝の成熟状況

調査月日 (墓盛 挙鹿 島 賛成 で)

7月8日 N-10 8

0%7月21日 N-4

100%8月5日 N-10 80% (1個

体既に放出)8月17日 N-9 3



2 浮港幼生 調査

浮港幼生調査は図-2に示した8地点で､8月22日から

9月14日の間に3回実施 した｡幼生の出現状況は表-2に

示した｡

9月 1日のSt.6 (20m層)では海水 1トン当たり25

個の浮潜幼年がみられ､この数値は昭和52年度の本調査以

来の高密度分布であった.義-2からわかるように本調査

に出現 した浮渉幼生は､その成長段階からみて7月下旬か

ら8月中旬に産卵 したものと考えられ､その付着時期は8

月下旬から9月下旬であろう｡また参考までに昭和48年度

から昭和58年度までの幼生出現状況を表-2に示した｡

むつ

図-2 浮渉幼生調査地点調 査 月 日 調 査 地 点 水 深(7n) 水 温(℃) 採 水 量(jZ) 浮渉 幼 生 出現 状況
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調 査 月 日 調 査 地 点 水 深(n) 水 温(℃) 採 水 量(.a) 浮 遊幼 生
出現状 況個 体 数(Nゝ/ トン)

殻 長(〟)昭58.9.1 7 5 23.2
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義-2 過去10年間の幼生出現状況

むつ図-3 付着椎貝調査

地点3 付着椎貝調査付着椎貝調査は図-3に示 した5地点で､8月中旬から

9月中旬のあいだに採苗器を投入 して実施し､それらへの椎貝の付着状況については昭和59年2月21日及び22日に調査 し

た｡椎貝の付着数は最高でも採苗器 1袋当たり3個と少なかった｡椎貝の成長については､殻長3.2-

20.6mmであり､やや良好であった. (義-3)表-3 採苗器 1袋当た

りの椎貝付着状況投入時期調査地点投入水深 8月中旬 8月下旬 9月上旬 9月中旬 殻 長(平

均)1 1 7n2 7n3 7n 0個0.30.3 0.3個0.70 個 個 mm4

.9-16.8


